
神
戸
の
洋
菓
子
界
を
支
え
る

兵
庫
県
洋
菓
子
協
会
主
催

若
手
パ
テ
ィ
シ
エ
た
ち
の
競
演
第
苗
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
.
。
ン
テ
ス
ト

主
事
、

1
 
1
月
1
2
日
、
洋
菓
子
の
街
・

書
ユ
神
戸
な
ら
で
は
の
、
そ
し
て
グ
ル

メ
な
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
、
な
ん
と

ト
か
J
中
幕

!
中
書
書
言
へ

l
「

剛
山

格.∴
∴
∴
了

も
甘
い
イ
ベ
ン
ト
が
、
神
戸
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
。

兵
庫
県
洋
菓
子
協
会
が
主
催
す
る

「
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
・
コ
ン
テ

ス
ト
」

で
あ
る
。
第
4
7
回
を
迎
え

る
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
洋
菓
子

の
技
能
の
向
上
を
目
的
と
し
て
実

施
さ
れ
て
き
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
は
、
ヘ
ク
セ
ン
ハ

ウ
ス

(
お
菓
子
の
家
)

の
部
、
パ

テ
ィ
シ
エ
経
験
5
年
以
上
の
A

ク
ラ
ス
、
5
年
未
満
の
B
ク
ラ
ス
、

洋
菓
子
専
門
学
校
等
学
生
の
部
と

い
う
4
部
門
、
百
数
十
点
に
も
及

ぶ
作
品
を
対
象
に
実
施
。
各
部
門

よ
り
兵
庫
県
知
事
賞
、
神
戸
市
長

神
戸
の
洋
菓
子
界
を
担
う
若
手
パ
テ
ィ
シ
工
た
ち
が
、
華
麗
な
技
を
競
っ
た
。

4
 
7
回
目
を
迎
え
た
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
・
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、

兵
庫
県
下
の
若
手
シ
ェ
フ
百
数
十
名
が
参
加
。
了

そ
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
、
神
戸
洋
菓
子
界
の
裾
野
の
厨
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。

了

賞
、
日
本
洋
菓
子
協
会
連
合
会
会

了
也
長
賞
な
ど
、
1
̃
1
 
0
位
の
入
賞

者
が
発
表
さ
れ
た
。

注
目
度
の
高
い
ヘ
ク
セ
ン
ハ
ウ

連遮音漢書格ニ

ス
部
門
の
今
年
の
テ
ー
マ
は

「
ヘ

ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」
。
お
菜
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子
で
家
を
作
る
と
い
う
高
度
な
技

術
と
ス
ト
ー
リ
ー
性
な
ど
、
全
て

に
お
い
て
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
完

成
度
の
高
い
作
品
が
並
ぶ
。
ま
た

上
位
入
賞
作
品
は
、
兵
庫
県
立
芸

術
文
化
セ
ン
タ
ー
の
記
念
行
事
「
ヘ

ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」

の
オ
ペ

ラ
上
演
に
合
わ
せ
て
、
1
2
月
1
0

日

(
土
)

̃
2
5
日

(
日
)
、
同
館

で
の
展
示
も
決
ま
っ
て
い
る
。

「
各
部
門
と
も
、
ど
の
作
品
が

1
位
に
な
っ
て
も
お
か
し
く
な
い

力
作
揃
い
」

と
評
す
る
の
は
兵
庫

県
洋
菓
子
協
会
会
長
を
つ
と
め
る

(
株
)
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
代
表
取

締
役
会
長
・
比
屋
根
毅
さ
ん
。
学

生
達
の
作
品
も
昨
年
度
よ
り
ぐ
ん

と
レ
ベ
ル
を
上
げ
、
す
で
に
プ
ロ

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
の
で
は
…

と
審
査
員
を
う
な
ら
せ
る
優
れ
た

作
品
が
多
数
見
ら
れ
た
。

18

神戸洋菓子界の将来を担うコンテスト入質者と大会関係者
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神
戸
ブ
ラ
ン
ド
を
代
表
す
る
、

神
戸
の
洋
菓
子
。
全
国
的
に
名
の

知
ら
れ
る
洋
菓
子
メ
ー
カ
ー
や
お

店
が
数
多
く
存
在
し
、
口
の
肥
え

た
ケ
ー
キ
フ
ァ
ン
の
チ
ェ
ッ
ク
が

厳
し
い
土
地
柄
ゆ
え
、
逆
に
パ
テ

ィ
シ
エ
同
士
が
切
磋
琢
磨
し
、
技

術
や
セ
ン
ス
が
育
つ
。
伝
統
や
文

化
を
継
承
し
、
次
な
る
洋
菓
子
の

世
界
を
切
り
開
く
パ
テ
ィ
シ
工
が

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
一
つ
の
機
会

と
し
て
、
旅
だ
っ
て
い
く
。
そ
れ

は
神
戸
に
と
っ
て
、
何
よ
り
の
ク

リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
な
る
は

ず
だ
。

ヘクセンハウスの部1位/野田明宏さん・㈱アンテノール

クリスマス(日クラス〉の部1位/

宇佐美洋平さん・㈱ウィタメールジャポン

附す^N漢

兵庫県洋菓子協会会員

卵にこだわった食材開発サービス(小ロット対応可能)

テーブルエッグ液卵"ボイルエッグマヨネーズ"タルタルソース"サラダ

http://www,kagonet,CO,jp

株式会社鰻谷…認諾薪糟灘電離御旅2丁目1軸号
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の部1位/内聞忍さん・㈱ツマガノ

言
出
川
砂
・

軸
細
田
は
案

グノスマス(Aクラス)
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平
成
十
八
年
初
詣

神
戸
の
由
緒
あ
る
神
社
を
訪
ね
る

20

語
記
聞

神
戸
の
名
の
由
来
と
な
っ
た
古
社

「
神
戸
」

と
い
う
地
名
は
、
古

代
か
ら
の
生
田
神
社
の
神
を
守
る

地
と
い
う
意
味
か
ら
由
来
す
る
と

い
う
。
ご
祭
神
・
欝
襲
様
は
、

女
性
神
。
日
本
書
記
に
は
、
機
を

正月にしっらえられる「杉盛」

織
る
場
面
が
登
場
す
る
こ
と
か
ら
、

も
の
を
創
り
出
す
神
様
、
生
み
出
す
、

生
成
の
神
様
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、

源
平
の
合
戦
を
は
じ
め
、
神
戸
大

空
襲
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
大

き
な
被
害
を
受
け
な
が
ら
も
美
し

く
復
興
し
た
姿
か
ら
「
廻
り
の
社
」

と
し
て
尊
崇
さ
れ
て
い
る
。

境
内
に
あ
る

「
生
田
の
森
」

は

「
御
鎮
座
一
八
〇
〇
年
祭
」

の
際

に
整
備
さ
れ
、
緑
の
息
吹
を
街
に

与
え
て
い
る
。

猛
0
7
8
・
3
2
1
i
3
8
5
1

神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
1
-
2
・
1

つ
ま
p
ミ
…
く
ミ
"
i
k
u
〔
旦
っ
」
a
〇
°
王
p

忠
誠
と
正
義
を
示
さ
れ
た

大
桶
公
を
肥
る

智
・
仁
・
勇
の
三
徳
を
兼
ね
備

え
、
聖
人
と
も
仰
が
れ
た
楠
木
正

成
公
は
、
一
三
三
六
(
延
元
元
)
年
、

足
利
軍
と
戦
っ
て
こ
の
地
で
殉
節

さ
れ
た
。
の
ち
大
桶
公
を
景
仰
す

る
尼
崎
藩
主
や
地
元
の
人
々
が
お

守
り
し
、
江
戸
時
代
に
入
り
水
戸

光
囲
公
が
墓
碑
を
建
立
、
明
治
天

皇
の
御
沙
汰
に
よ
り
現
在
の
深
川

神
社
が
建
て
ら
れ
た
。

車

湊川公園の大桶公像

能
楽
と
の
関

係
も
深
い
大
桶

公
に
ち
な
み
、

一
九
七
二
年
に

本
格
的
な
能
舞

台
が
建
設
さ
れ
、
二
〇
〇
二
年
に

は
、
六
七
年
振
り
に
行
裳
を
改
め

た

「
楠
公
武
者
行
列
」
が
復
活
し

た
。
大
桶
公
に
対
す
る
崇
敬
は
現

在
も
変
わ
り
な
く

「
楠
公
さ
ん
」

と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
い
る
。

蜜
0
7
8
i
3
7
1
i
O
O
O
「

神
戸
市
中
央
区
多
聞
通
3
i
「
i
l

プ
膏
p
ミ
ミ
三
三
〇
∃
壬
生
〇
四
a
ミ
a
三
〇
a
〇
〇
〇
」
p
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(
』
旧
聞
圃
聞
〕

神
戸
の
福
の
神
「
柳
原
の
え
べ
っ
さ
ん
」

古
く
は
、
西
宮
え
び
す
神
社
か

ら
の
神
事
が
、
和
田
岬
か
ら
来
ら

れ
た
際
、
神
輿
の
行
在
所
が
作
ら

れ
た
柳
原
の
地
に
、
庶
民
た
ち
に

よ
っ
て
神
様
が
祀
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
が
由
来
と
か
。

毎
年
、
一
月
九
・
十
・
十
一
日

の

「
十
日
え
び
す
大
祭
」

は
多
く

の
人
々
で
賑
わ
い
、
神
戸
中
央
卸

売
市
場
か
ら
の
大
マ
グ
ロ
、
鯛
な

ど
海
の
幸
の
奉
納
も
有
名
。
九
日

に
は
地
元
の
若
手
に
よ
る
淡
路
人

形
浄
瑠
璃
「
戎
舞
」

の
奉
納
も
。

境
内
入
り
口
そ
ば
に
、
石
造
り

の
え
び
す
像
が
あ
る
。
作
者
や
作

成
年
月
日
は
不
明
だ
が
、
古
く
由

緒
あ
る
像
と
の
こ
と
。
釣
竿
を
上

げ
、
鯛
を
抱
え
、
非
常
に
福
々
し

い
お
顔
を
さ
れ
て
い
る
。

丞
0
7
8
〃
6
5
1
-
O
1
8
3

神
戸
市
兵
庫
区
西
柳
原
町
5
〃
2
0

つ
ま
p
ミ
ミ
ミ
ミ
.
つ
y
o
g
?
の
す
i
s
u
.
〇
〇
∃
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北
野
天
満
神
社

異
人
館
街
の
国
際
色
豊
か
な
神
社

学
問
の
神
様
・
菅
原
道
真
公
を

祀
っ
た
神
社
。
平
清
盛
が
福
原
遷

都
に
当
た
り
、
京
都
の
北
野
天
満

宮
を
勧
請
し
て
配
ら
れ
、
以
来
こ

の
地
は

「
北
野
」

と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

明
治
の
神
戸
開
港
以
来
、
北
野

の
地
に
は
多
く
の
外
国
人
た
ち
が

住
み
、
異
国
情
緒
あ
ふ
れ
る
場
所

に
。
毎
年
七
月
に
は
、
宗
教
を
越

え
て
世
界
平
和
を
祈
願
す
る

「
北

野
国
際
ま
つ
り
」
、
十
一
月
に
は

かない鯉

世
界
各
国
の
芸
術
が
披
露
さ
れ
る

「
神
戸
北
野
国
際
芸
術
祭
」

が
開

か
れ
る
な
ど
国
際
色
豊
か
な
神
社
。

境
内
に
あ
る

「
か
な
い
鯉
」

は
、

恋
の
願
い
を
叶
え
て
く
れ
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。

密
0
7
8
i
2
2
1
i
2
1
3
9

神
戸
市
中
央
区
北
野
町
3
・
1
2
・
「

h
昏
ミ
三
重
.
k
O
b
?
k
吾
⊃
o
志
妄
一
〔
a
吉
一
e
つ
∃
a
つ
里
、
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園
神
職
身
分
特
級
昇
進
に
寄
せ
て

楠
木
正
成
公
の

御
精
神
を
守
り
伝
え
る

栃
尾
泰
治
郎
(
湊
川
神
社
宮
司
)

神
社
で
生
ま
れ
、

神
社
で
育
ち
自
然
と
神
職
の
道
へ

-
栃
尾
宮
司
は
ど
の
様
な
経
緯
で

神
職
の
道
に
進
ま
れ
た
の
で
す
か
。

栃
尾

私
は
、
生
ま
れ
は
兵
庫
県

尼
崎
市
で
す
。
阪
急
園
田
駅
の
近

く
の
白
井
神
社
が
実
家
で
す
。
父

が
宮
司
で
し
た
か
ら
、
神
社
で
生

ま
れ
て
、
大
学
ま
で
は
そ
の
神
社

で
育
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
神
職

に
な
る
た
め
圃
学
院
大
撃
に
進
み
、

神
道
学
専
攻
科
を
終
え
て
、
昭
和

4
0
年
に
神
社
本
庁
に
入
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
平
成
6
年
末
ま
で
神
社

本
庁
で
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。

若
い
頃
は
好
き
な
こ
と
を
や
り

た
い
と
い
う
時
も
あ
り
ま
し
た
が
、

後
で
思
え
ば
、
神
職
の
道
に
自
然

と
入
っ
て
い
っ
た
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
深
川
神
社
の
よ
う
な
大
き

な
神
社
の
後
継
者
は
希
望
者
が
い

く
ら
で
も
い
ま
す
が
、
小
さ
な
お

宮
は
世
襲
す
る
し
か
な
い
の
で
す
。

-
今
回
の
神
職
身
分
特
級
昇
進
に

至
っ
た
過
程
は
ど
の
よ
う
な
も
の

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

栃
尾

私
は
卒
業
後
3
0
年
ほ
ど
神

社
本
庁
に
勤
め
、
最
終
的
に
事
務

局
長
か
ら
湊
川
神
社
に
転
任
に
な

り
ま
し
た
。
学
士
入
学
で
中
央
大

学
の
法
学
部
を
卒
業
し
た
事
も
あ

っ
て
、
専
門
的
に
は
主
に
神
社
制

度
な
ど
全
国
神
社
の
法
的
な
問
題

に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
神
社
特

有
の
伝
統
的
な
姿
や
考
え
方
が
あ

り
、
神
社
を
守
る
世
俗
的
な
問
題

も
沢
山
あ
り
ま
す
。
今
回
の
特
級

昇
進
に
は
そ
う
い
う
こ
と
も
、
あ

る
い
は
評
価
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
も
ち
ろ
ん
渡
川
神
社
に
来
て

か
ら
の
震
災
復
興
や
楠
公
武
者
行

列
復
旧
な
ど
に
従
事
し
た
経
験
も

大
き
い
か
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

英
霊
を
祀
る
こ
と
は

日
本
人
の
大
切
な
心

-
湊
川
神
社
は
、
戦
前
は
広
く
国

民
に
崇
敬
さ
れ
た
神
様
で
し
た
。

い
ま
日
本
人
が
、
な
ぜ
神
社
を
配

る
の
か
と
い
う
こ
と
に
気
付
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
。

栃
尾

大
義
の
た
め
に
は
命
を
賭

け
て
も
、
と
い
う
真
剣
な
時
代
で

し
た
か
ら
、
国
の
た
め
に
殉
じ
て

い
っ
た
人
た
ち
の
心
の
支
え
と
な

っ
た
神
社
だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。

い
ま
首
相
の
靖
国
神
社
参
拝
を
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と
や
か
く
い
う
者
が
い
ま
す
が
、

大
戦
中
は
、
愛
す
る
人
や
愛
す
る

国
土
を
守
る
た
め
に
身
命
を
賭
し

て
戦
い
ま
し
た
。
こ
の
国
を
守
る

た
め
に
殉
じ
た
英
霊
を
祀
る
こ
と

は
日
本
人
の
大
切
な
心
と
し
て
、

守
り
伝
え
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
ず
、

今
の
時
代
に
深
く
思
い
を
い
た
す

べ
き
か
と
思
い
ま
す
。

-
湊
川
神
社
は
楠
木
正
成
公
を
配

る
神
社
で
す
が
、
平
成
1
 
4
年
に
は

楠
公
武
者
行
列
も
復
活
さ
れ
ま
し

た
。
そ
も
そ
も
楠
公
さ
ん
の
教
え

と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
。

栃
尾

そ
れ
は
か
つ
て
、
水
天
宮

(
福
岡
県
)

の
詞
官
だ
っ
た
真
木

和
泉
守
が

「
相
子
論
」

で
述
べ
ら

れ
た
こ
と
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

単
的
に
は
、
日
本
の
国
は
天
子
様

を
中
心
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
る

国
だ
か
ら
、
そ
れ
を
侵
し
て
は
な

ら
な
い
。
楠
木
正
成
公
は
、
日
本

は
天
子
様
を
中
心
と
す
る
国
で
あ

っ
て
、
朝
敵
足
利
尊
氏
が
天
子
様

に
と
っ
て
替
わ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
戦
い
続
け
、
そ
の
精
神
を
示

さ
れ
た
。
つ
ま
り
天
子
様
を
中
心

と
す
る
国
を
守
る
戦
い
を
、
子
々

孫
々
に
亘
っ
て
ま
で
徹
頭
徹
尾
貫

き
通
さ
れ
た
の
で
す
。
た
と
え
一

時
の
天
子
様
に
不
満
が
あ
っ
て
も
、

御
先
祖
天
照
大
神
様
よ
り
代
々
に

亘
る
天
子
様
の
お
陰
を
思
う
べ
き

で
あ
る
と
。
そ
の
精
神
こ
そ
が
、

後
世
の
天
下
統
一
を
図
ろ
う
と
す

る
者
へ
の
強
い
戒
と
な
り
、
国
の

基
を
守
る
べ
き
姿
勢
を
正
す
こ
と

に
な
っ
た
と
こ
ろ
に
、
御
精
神
の

偉
大
さ
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で

す
。

本
物
と
は
、
本
質
が
変
わ
ら
な
い
も
の

い
ま
の
時
代
こ
そ
日
本
人
の
原
点
に

-
震
災
か
ら
川
年
が
立
ち
ま
し
た
。

毎年5月に行われる楠公まつり

23

平成1 4年に復活した、構公武者行列

神
戸
の
ま
ち
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
か
。

栃
尾

神
戸
は
非
常
に
オ
シ
ャ
レ

な
町
で
あ
り
、
同
時
に
革
新
的
で
、

新
し
い
分
野
に
取
り
組
ん
で
き
た

ま
ち
だ
と
思
う
の
で
す
。
た
だ
一

方
で
神
戸
は
歴
史
的
に
も
大
事
な

町
と
言
え
る
の
で
す
が
、
意
外
に

そ
の
こ
と
の
認
識
が
低
い
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。
外
国
の
新
し
い
文

化
摂
取
に
積
極
的
で
あ
る
の
は
い

い
の
で
す
が
、
古
く
か
ら
の
良
い

も
の
も
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
る
は

ず
で
す
。
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

受
け
入
れ
よ
う
と
し
て
、
先
へ
先

へ
と
目
が
行
っ
て
し
ま
う
傾
向
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
が
。

今
の
時
代
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
で
情
報
が
氾
濫
し
て
い
ま
す

か
ら
、
世
の
中
が
混
乱
し
て
い
る

よ
う
に
見
え
ま
す
。
昔
な
が
ら
の

古
い
こ
と
を
守
っ
て
す
る
こ
と
が
、

逆
に
新
し
い
こ
と
に
も
な
り
か
ね

な
い
世
の
中
で
す
。
こ
ん
な
時
代
、

本
物
を
求
め
始
め
る
と
、
原
点
に

戻
っ
て
い
く
し
か
な
い
の
で
は
な

い
か
、
と
思
い
ま
す
。
本
物
と
い

う
の
は
、
形
は
変
わ
っ
て
も
、
本

質
は
決
し
て
変
わ
ら
な
い
も
の
で

す
。
楠
木
正
成
公
も
そ
の
よ
う
な

こ
と
を
伝
え
た
か
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
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「
O
U
一
〇
〇
<
U
一
十
十
〇
之

思
い
出
の
地
、
神
戸
と
ふ
た
た
び

」
V
J
グ
ル
ー
プ
全
体
で
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

昨
年
、
創
業
「
5
0
周
年
を
迎
え
た
ル
イ
"
ヴ
ィ
ト
ン
。
神
戸
に
は
深
い
郷
愁
を
感
じ
る
と
語
る

」
V
J
グ
ル
ー
プ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
の
秦
郷
次
郎
さ
ん
。
神
戸
の
思
い
出
や
ル
イ
・

ヴ
ィ
ト
ン
の
こ
れ
か
ら
の
展
開
な
ど
お
話
を
伺
っ
た
。

」VJグループ株式会社

代表取締役社長

秦 郷次郎さん

ル
イ
・
ヴ
ィ
ト

ン
と
し
て
は
国
内

の
直
営
1
号
の
銀

座
店
に
次
い
で
、

1
9
8
3
年
に
神

戸
の
元
町
店
が
で

き
た
事
も
あ
り
、

当
時
、
神
戸
に
よ

-
神
戸
に
大
変
郷
愁
が
あ
る
と
う

か
が
い
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な

思
い
出
が
お
あ
り
で
す
か
。

生
ま
れ
は
高
知
県
な
の
で
す
が
、

4
、
5
歳
の
時
に
1
年
ほ
ど
垂
水

の
叔
母
の
と
こ
ろ
で
過
ご
し
て
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
頃
の

古
い
写
真
を
見
て
い
る
と
懐
か
し

い
で
す
ね
。
ま
た
、
中
学
に
入
っ

た
頃
に
一
番
上
の
姉
が
六
甲
に
嫁

ぎ
ま
し
た
の
で
、
夏
休
み
な
ど
を

利
用
し
て
三
宮
に
遊
び
に
き
て
い

ま
し
た
。
当
時
は
博
覧
会
が
開
か

れ
て
い
た
事
も
あ
り
、
私
に
と
っ

て
最
初
に
遭
遇
し
た
お
し
ゃ
れ
で

モ
ダ
ン
な
街
で
し
た
ね
。

く
来
て
い
ま
し
た
ね
。
神
戸
の
元

町
店
は
そ
の
後
旧
居
留
地
に
場
所

を
移
し
、
国
内
初
の
し
V
M
H
複

合
店
と
し
て
2
0
0
2
年
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
外
観
は
メ
タ
ル

メ
ッ
シ
ュ
に
し
た
い
と
決
め
て
い

ま
し
た

(
笑
)
。
メ
タ
ル
メ
ッ
シ

ュ
の
外
壁
は
な
か
な
か
ア
ー
テ
ィ

ス
テ
ィ
ッ
ク
で
手
の
こ
ん
だ
作
り

に
な
っ
て
い
る
の
で
す
よ
。

-
旧
居
留
地
は
と
て
も
お
し
ゃ
れ

な
街
並
み
で
す
が
、
そ
の
中
で
も

ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
の
果
た
す
役
割

は
大
き
い
で
す
ね
。

旧
居
留
地
は
、
震
災
で
オ
リ
エ

ン
タ
ル
ホ
テ
ル
が
な
く
な
っ
て
し

ま
い
と
て
も
寂
し
い
限
り
で
す
。

旧
居
留
地
に
店
舗
を
作
っ
た
の
も
、

さ
ら
に
盛
り
上
が
っ
て
い
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。

し
V
J
グ
ル
ー
プ
全
体
で
も
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
が
、
あ
る
程
度
の
集
積
規
模
に

達
し
な
い
と
効
果
は
な
い
の
で
、

し
V
I
グ
ル
ー
プ
だ
け
で
は
限
界

が
あ
り
ま
す
。
今
後
小
規
模
で
も

よ
い
ホ
テ
ル
が
で
き
て
は
し
い
で

す
ね
。
い
い
街
づ
く
り
に
は
人
が

集
ま
る
場
が
必
要
不
可
欠
で
す
か

ら
。

-
品
質
が
高
い
こ
と
で
知
ら
れ
て

い
る
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
の
製
品
で

す
が
、
大
切
に
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
何
で
す
か
。

も
の
づ
く
り
を
一
番
大
事
に
し

て
い
ま
す
。
ト
ラ
ン
ク
か
ら
始
ま

り
今
の
バ
ッ
グ
に
い
た
っ
て
も
そ

の
伝
統
は
守
り
続
け
て
い
ま
す
。

バ
ッ
グ
を
作
る
際
に
も
デ
ザ
イ
ン

な
ど
に
こ
だ
わ
る
の
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
リ
ペ
ア
が
で
き
る
構
造

に
す
る
な
ど
随
所
に
こ
だ
わ
り
を

も
っ
て
作
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
を
も
っ
て
も
の
づ
く
り
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、
非
常
に
高
品

質
な
製
品
を
作
り
出
せ
る
と
思
っ

24
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ルイ・ヴィトン神戸店

「スペシャルオーダーイベント一書5〇年の歴史を辿る旅へ」
旧居留地にあるルイiヴィトン神戸店にて、 =月1 9日(土)へ27日(日)の期間、 「ルイ・ヴィトン スペシャルオーダーイベントー1 5〇年の

歴史を辿る旅-」が開催された。

「スペシャルオーダー」 Iま「 854年の創業から現在に至るまで、 「 5〇年の歴史をかIナて受け継がれてきたルイ・ヴィトンの真髄ともいえる

サービス。現在はお客様の要望により世界唯-のオリジナル製品を作る「カスタム・メイド」と、既存モデルの素材を変更して作る「メイドト

ウ・オーダー」の2種類がある。今回、パリ郊外にあるルイ・ヴィトンミュージアム所蔵のスペシャルオーダーコレクションから選りすぐりの「カ

スタム・メイド製品」 「 9点が展示され、ルイiヴィトン1 5〇年の歴史を紐解く寅重な製品の数々を目にすることができた。

ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
は
ト
ラ
ン
ク
に
革
命
を
も
た
ら

し
た
。
貴
重
な
製
品
の
数
々

靴用トランク(1925年頃)

25

[
上
]
ピ
ク
ニ
ッ
ク
用
ト
ラ
ン
ク
T
9
1
o
年
頃
)

[
下
]
自
動
車
用
ト
ラ
ン
ク
"
エ
ク
セ

ル
ス
キ
ー
.
.
(
1
9
2
4
年
)

冨
l
高
月
毛
玉
キ
ン
オ
ー
ス
(
1
9
9
9

年
頃
)

[
右
]
ス
ト
コ
フ
ス
キ
ー
の
デ
ス
ク
・
ト

ラ
ン
ク
(
1
9
g
7
年
)
[
左
]
書
棚

ト
ラ
ン
ク
(
1
9
3
9
年
)

[
右
上
]
ベ
ッ
ド
・
ト
ラ
ン
ク
(
1
8
8
5
年
)

[
右
下
]
婦
人
用
ト
ラ
ン
ク
(
1
8
9
5
年
)

[
左
]
ワ
ー
ド
ロ
ー
ブ
(
1
9
3
0
年
頃
)

メ
イ
ド
・
ト
ウ
"
オ
ー
ダ
ー
の
数
々

[
上
右
]
化
粧
ケ
ー
ス
"
コ
ラ
(
1
9
2
7
卑
)

[
上
左
]
シ
ャ
ツ
用
ト
ラ
ン
ク
(
1
9
0
4
年
)

[
下
]
鉛
重
用
ト
ラ
ン
ク
(
1
9
0
4
年
)

創業「 50周年を記念して作られた

ルイ・ヴィトンの重厚な歴史を紐解いた初めての本が出版
「ルイ・ヴィトンーモダン・ラグジュアリーの誕生-」著者ポールージエラール"パゾル

価格18,000円(仏語、英語、独語、ロシア語)

※日本での取り扱いは英語版のみ。日本語のサマリー付。全国のルイ・ヴィトンストアにて販売中。

て
い
ま
す
。

-
こ
れ
か
ら
の
展
開
は
ど
の
よ
う

に
お
考
え
で
す
か
。

少
し
ず
つ
で
す
が
、
多
様
化
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は

時
計
や
宝
飾
品
を
始
め
ま
し
た
。

ま
た
、
来
年
に
は
サ
ン
グ
ラ
ス
を

始
め
る
予
定
で
す
。
鞄
や
洋
服
は

軌
道
に
の
っ
て
き
て
い
る
の
で
、

新
し
い
分
野
は
こ
れ
か
ら
少
し
ず

つ
伸
ば
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
あ
ま
り
手
を
広
げ
て
い

く
と
い
っ
た
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
も
の
づ
く
り
を
大
切
に
し

な
が
ら
も
ひ
と
つ
ひ
と
つ
付
け
加

え
て
い
き
、
今
よ
り
さ
ら
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
。
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大人の女性に似合う、エレガントな雰囲気

_登園

比臆争6

も
も
粗
も
守

キャミソールにも伝統のチェック柄をあしらって

上i

英
国
貴
族
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

ジ
ョ
ン
〃
ハ
ン
プ
ト
ン
の
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
、
日
本
初
上
陸

去
る
1
0
月
1
9
̃

2
 
1
日
、
大
阪
市
淀

川
区
の
株
式
会
社
イ

ワ
テ
ロ
ッ
ク
ハ
ン
ド

大
阪
本
社
に
て
、
ブ

ラ
ン
ド

「
ジ
ョ
ン
・

ハ
ン
プ
ト
ン
」

の

2
0
0
6
年
春
夏

向
け
展
示
会
が
お
こ

な
わ
れ
た
。

イ
ギ
リ
ス
で
古
く

か
ら
親
し
ま
れ
て
い

る

「
ジ
ョ
ン
・
ハ
ン

プ
ト
ン
」
。
バ
ッ
グ

や
ア
ウ
タ
ー
で
定
評

の
あ
る
高
級
ブ
ラ
ン

ド
だ
。
ト
ラ
デ
ィ
シ

ヨ
ナ
ル
な
テ
イ
ス
ト
と
、
赤
と
線

の
シ
ン
プ
ル
な
チ
ェ
ッ
ク
は
、
ロ

ン
ド
ン
つ
子
に
は
す
っ
か
り
お
馴

染
み
だ
。

そ
ん
な

「
ジ
ョ
ン
・
ハ
ン
プ
ト

ン
」

の
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
が
、

日
本
に
初
め
て
到
来
す
る
。

2
0
0
6
年
春
夏
の
シ
リ
ー
ズ
は
、

「
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
・
ク
ラ
シ

ッ
ク
」

が
コ
ン
セ
プ
ト
。
英
国
貴

族
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
軽
や
か

に
ア
レ
ン
ジ
し
、
何
気
な
い
生
活

シ
ー
ン
に
マ
ッ
チ
す
る
ス
タ
イ
ル

だ
。今

回
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
の
は
、
「
ジ

ョ
ン
・
ハ
ン
プ
ト
ン
」

伝
統
の
赤

と
緑
の
チ
ェ
ッ
ク
を
べ
1
ス
に
し
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た

「
ハ
ウ
ス
チ
ェ
ッ
ク
」
、
モ
ー

ド
を
上
品
に
あ
し
ら
っ
た

「
ベ
ー

シ
ッ
ク
ブ
ー
ミ
ン
グ
ク
ラ
シ
ッ
ク
」
、

大
胆
な
デ
ザ
イ
ン
に
繊
細
な
機
能

の

「
パ
ス
タ
イ
ム
ス
ポ
ー
ツ
」
、

鮮
や
か
に
し
て
お
だ
や
か
な

「
リ

ゾ
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

と
、
個
性

的
な
4
つ
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
。
「
正

統
派
の
ブ
ラ
ン
ド
で
す
が
、
そ
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
根
底
と
し
た
ア
ヴ
ァ

ン
ギ
ャ
ル
ド
さ
で
、
新
し
い
試
み

に
ト
ラ
イ
し
ま
し
た
」

と
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
福
谷
圭
美
さ
ん
。

デ
ザ
イ
ン
の
ク
ォ
リ
テ
ィ
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
素
材
に
も
注
目

が
集
ま
っ
て
い
る
。
特
に
今
回
多

く
採
用
さ
れ
て
い
る

「
リ
ヨ
セ
ル
」

は
、
ユ
ー
カ
リ
の
木
を
原
料
と
す

る
天
然
繊
維
。
軽
く
て
や
わ
ら
か

い
の
で
、
見
た
目
の
風
合
い
も
エ

レ
ガ
ン
ト
な
だ
け
で
な
く
、
肌
触

り
も
や
さ
し
く
な
め
ら
か
。
身
に

つ
け
て
い
る
の
も
忘
れ
て
し
ま
い

そ
う
な
く
ら
い
自
然
な
生
地
だ
。

ま
た
、
吸
湿
性
、
速
乾
性
、
通
気

性
も
良
い
の
で
じ
め
じ
め
と
し
た

日
本
の
夏
に
は
最
適
な
上
、
強
く

て
縮
み
に
く
い
の
で
耐
久
性
も
高

い
。
「
肌
に
や
さ
し
く
清
潔
で
、

し
な
や
か
な
デ
ィ
テ
ー
ル
も
き
れ

い
」

と
、
福
谷
さ
ん
が
抱
い
て
い

た
理
想
を
叶
え
た
繊
維
だ
。

「
豪
華
な
雰
囲
気
の
ワ
ー
ド
ロ

ー
ブ
が
上
陸
し
ま
す
。
い
ず
れ
は

オ
ー
ダ
リ
ー
を
手
が
け
た
い
で
す

ね
」

と
、
イ
メ
ー
ジ
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
の
若
林
輝
雄
さ
ん
は
次
を
見

据
え
て
い
る
。

臆
お
問
合
せ

株
式
会
社
イ
ワ
テ
ロ
ッ
ク
ハ
ン
ド

容
0
6
-
6
3
9
5
I
2
0
0
0

デザインを手がけた福谷圭美さん

し

今回の「仕掛け人」 、若林輝雄さん

‾

盲〇〇 〇""" i〇〇〇〇 ) 1○○

27

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



蛙二上二重二重穿呈ユニJ

圏
圏
田
圃

巳隠」言問を狂腹駆う

丁RIP
リンティトリップ

̃
新
!
三
木
市
編
̃

上
田
主
審
嚢
内
す
る
「
ち
か
十
き
O
N
E
D
A
Y

丁
R
-
P
」

の
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
1
 
0
月
2
4
日
に
吉
川
町
と
合
併
し
て
ま
す
ま
す

魅
力
が
広
が
っ
た
、
神
戸
の
お
隣
三
木
市
を
訪
ね
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
、
地
場
産
業
の
見
学
、
そ
し
て
グ
ル
メ
と
盛

り
た
く
さ
ん
の
コ
ー
ス
へ
、
寒
さ
に
負
け
ず
い
ざ
出
発
-
・

バーコードリーダー横能付き携

帯電話で、今回ご紹介したお

店の情報を見ることができます。

QRコードを読み取ってアクセス!

※横猿によってはアクセスでき

ないこともあります
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そ
し
て
体
験
乗
馬
に
ト
ラ
イ
!

今
回
は
こ
こ
で
一
番
の
人
気
者
、

一
線
に
包
ま
れ
た
楽
園
で

一
馬
上
の
人
と
な
る

ま
ず
や
っ
て
き
た
の
は
、
馬
た

ち
と
ふ
れ
あ
え
る
三
木
ホ
ー
ス
ラ

ン
ド
パ
ー
ク
。
早
速
、
厩
舎
の
見

学
へ
。
洒
落
た

「
お
馬
さ
ん
の
お

家
」

に

「
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
」
。

首
を
出
し
て
愛
嬢
を
振
り
ま
く
馬

す
が
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
難
し
い
…
。

で
も
慣
れ
て
く
る
と
な
か
な
か
お

も
し
ろ
く
て
、
思
わ
ず
熱
中
!

ほ
か
に
も
競
技
観
戦
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
と
盛
り
だ
く
さ
ん
!

一
日
中
楽
し
め
る
、
家
族
連
れ
に

も
オ
ス
ス
メ
の
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

た
ち
と
ふ
れ
あ
え

ま
す
。
最
初
は
ち

ょ
っ
と
怖
か
っ
た

け
れ
ど
、
鼻
先
や

首
筋
を
な
で
て
あ

げ
る
と
気
持
ち
よ

さ
そ
う
!
お
友
達

だ
と
思
っ
て
も
ら

え
た
か
な
了

な
ん
と
日
本
ダ
ー
ビ
ー
で
3
着
だ

っ
た
と
い
う
メ
イ
シ
ョ
ウ
ジ
ユ
ニ

エ
号
に
乗
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

と
て
も
お
と
な
し
く
、
私
が
乗
っ

て
も
馬
耳
東
風
…
。
で
も
馬
上
か

ら
の
眺
め
は
す
が
す
が
し
く
、
と

て
も
気
持
ち
が
よ
か
っ
た
で
す
。

敷
地
内
に
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
施
設
も
豊
富
で
す
。
馬
の
公
園

な
の
で

「
ホ
ー
ス
シ
ュ
ー
ズ
」

に

挑
戦
!
蹄
鉄
を
杭
に
向
か
っ
て
投

げ
て
、
で
き
る
だ
け
杭
に
近
づ
け

て
ポ
イ
ン
ト
を
競
い
ま
す
。
重
さ

約
1
キ
ロ
の
蹄
鉄
を
投
げ
る
の
で

一
中
三
こ
今
亭
-
ス
ラ
ン
ド
パ
ー
ク

開
園
時
間

9
時
̃
1
 
7
時

第
4
月
曜
日
休
園
、
国
際
馬
車
ゾ
ー
ン
「
エ

ク
ワ
ス
の
森
」
(
厩
舎
見
学
、
乗
馬
な
ど
)
は

毎
週
月
曜
休
館
(
祝
日
の
場
合
翌
日
)

密
0
7
9
4
-
8
3
-
8
1
1
0

コ
寓
p
ミ
ミ
三
幸
∃
云
圭
一
p
○
○
「
.
j
p
、

三
木
市
別
所
町
高
木

●
入
園
料
・
駐
車
場
無
料

●
体
験
乗
馬
は
要
予
約

(
予
約
専
用

密
0
7
9
4
I
8
3
i
8
6
8
1
)

1
鞍
大
人
3
5
0
0
円
、
高
校
生
以
下

2
5
0
0
円
(
年
齢
制
限
あ
り
・
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
ホ
̃
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
す
る
か
、
お

問
合
せ
を
)

●
ホ
ー
ス
シ
ュ
ー
ズ
は
「
人
「
回
あ
た
り
大

人
2
0
0
円
、
小
人
1
4
0
円
(
平
日
は
半

額
)

◇
地
図
は
3
1
ペ
ー
ジ
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お
い
し
い
!
そ
し
て

一
か
わ
い
い
の
で
す
!

馬
の
あ
と
は
ペ
ン
ギ
ン
で
す
。

な
ん
と
、
ペ
ン
ギ
ン
の
い
る
カ
フ

ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
る
と
き
い
て
、

バ
ラ
ン
タ
イ
ン
に
や
っ
て
来
ま
し

た
。
店
内
に
入
っ
て
左
に
目
を
や

る
と
…
い
ま
す
!
ガ
ラ
ス
越
し
で

も
ま
た
ユ
ニ
ー
ク
で

す
。そ

ん
な
姿
を
眺
め

な
が
ら
の
ラ
ン
チ
で

す
が
、
お
料
理
も
と

っ
て
も
美
味
な
の
で

す
。
今
回
は
日
替
り

ラ
ン
チ
か
ら
、
お
肉

の
メ
ニ
ュ
ー
を
チ
ョ
イ
ス
。
ポ
ー

ク
と
ビ
ー
フ
の
ロ
ー
ス
ト
は
と
っ

て
も
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
手
づ
く
り
の

味
。
季
節
の
ケ
ー
キ
も
自
家
製
で
、

ボ
リ
ュ
ー
ム
も
満
点
で
す
。
コ
ー

ヒ
ー
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
レ
ン
ド
の

こ
だ
わ
り
よ
う
で
す
。

自
家
熔
煎
の
コ
ー
ヒ
ー
の
芳
し

さ
に
目
を
覚
ま
し
た
の
か
、
ふ
と

ペ
ン
ギ
ン
が
ひ
ょ
っ
こ
り
起
き
て

大
あ
く
び
-
・
ヨ
チ
ヨ
チ
と
歩
い
て
、

こ
ち
ら
を
じ
っ
と
見
て
く
れ
ま
し

た
。
仕
草
が
と
て
も
愛
ら
し
い
!

お
な
か
も
ハ
ー
ト
も
満
た
さ
れ
た

気
分
に
な
り
ま
し
た
。

○
バ
ラ
ン
タ
イ
ン

営
業
時
間

1
 
0
時
̃
2
3
時
0
0
分

篇
「
・
3
・
5
木
曜
日
定
休

彊
0
7
9
4
i
8
2
i
5
9
1
9

三
木
市
福
原
2
9
3
i
3

●
日
替
り
ラ
ン
チ
は
4
撞
・
1
0
0
0
円
̃

(
ス
ー
プ
・
サ
ラ
ダ
・
ド
リ
ン
ク
付
)
、
自
家
製

ケ
ー
キ
5
0
0
円
(
持
ち
帰
り
可
)
、
コ
ー
ヒ

I
4
2
0
円
、
ケ
ー
キ
セ
ッ
ト
8
4
0
円

●
各
種
パ
l
T
ィ
I
も
可◇

地
図
は
3
1
ペ
ー
ジ
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は
あ
り
ま
す
が
、
4
羽
の
ケ
ー
プ

ペ
ン
ギ
ン
が
の
ほ
ほ
ん
と
羽
を
休

め
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
あ
ま
り

動
き
ま
せ
ん
。
ど
う
や
ら
お
休
み

中
の
様
子
。
ま
る
い
お
腹
を
ぺ
た

り
と
床
に
つ
け
て
、
ま
ど
ろ
む
姿
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三
木
市
の
地
場
産
業
と
言
え
ば

金
物
。
千
五
百
年
に
も
の
ぼ
る
歴

史
を
重
ね
た
、
日
本
で
最
初
の

「
金

物
の
街
」

な
の
だ
そ
う
で
す
。
そ

の
伝
統
を
守
っ
て
い
る
鈍
の
工
場

を
見
学
に
、
常
三
郎
へ
。

こ
こ
で
は
、
日
本
刀
の
伝
統
技

削
れ
て
ち
ょ
っ
と
感
激
。
完
成
し

た
鈍
の
美
し
さ
に
も
目
を
奪
わ
れ

ま
し
た
。

30

料
の
確
保
に
全
国
を
駆
け
め
ぐ
り

ま
す
が
…
」

と
、
三
代
目
の
魚
住

徹
さ
ん
。
そ
の
努
力
と
確
か
な
技

術
が
、
プ
ロ
の
大
工
さ
ん
が
選
ぶ

品
質
を
支
え
て
い
る
の
で
す
ね
。

鍛
造
は
火
花
が
散
っ
て
迫
力
満

点
!
研
磨
工
程
で
は
感
覚
も
研
ぎ

澄
ま
し
て
い
る
よ
う
で
、
息
を
の

み
ま
し
た
。
な
お
、
見
学
で
き
る

工
程
は
日
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。

資
料
室
で
は
、
私
も
鈍
が
け
に

挑
戦
!
思
っ
た
よ
り
力
が
い
り
ま

す
が
、
透
き
通
る
よ
う
な
薄
さ
で

○
常
三
郎

見
学
随
時
(
要
予
約
)

蜜
0
了
9
4
i
8
2
,
5
2
5
7

三
木
市
福
井
八
幡
谷
2
1
5
1

つ
ま
p
ミ
ミ
三
三
〇
〇
空
っ
の
諜
"
8
"
j
p
、

●
工
場
見
学
の
予
約
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

専
用
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
お
電
話
で

◇
地
図
は
3
1
ぺ
I
ジ

躍
鞘

術
を
生
か
し
た
製
法
で
錐
を
作
っ

て
い
ま
す
。
用
途
に
合
わ
せ
て
1
2

種
類
の
鋼
を
、
な
ん
と
明
治
2
2
年

以
前
に
製
造
さ
れ
た
鉄
を
鍛
造
し

た
地
金
に
合
わ
せ
ま
す
。
「
そ
の

時
代
の
も
の
は
柔
ら
か
く
て
、
鈍

の
地
金
に
最
適
な
の
で
す
。
原
村

一
し
ぼ
り
た
て
ミ
ル
ク
の

一
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
ジ
ェ
ラ
ー
ト

の
ど
か
な
田
園
地
帯
が
広
が
る

旧
吉
川
町
の
一
角
。
西
山
牧
場
直

営
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
工
房
、

B
O
S
S
&
M
O
M
は
、
新
鮮

な
ミ
ル
ク
た
っ
ぷ
り
の
ジ
ェ
ラ
ー

ト
で
大
人
気
な
の
で
す
。

お
店
の
入
り
口
に
は
か
わ
い
い
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仔
牛
が
元
気
よ
く
お
出
迎
え
。
ち

な
み
に
牧
場
に
は
0
0
頭
の
牛
が
い

て
、
敷
地
内
は
基
本
的
に
見
学
自

由
だ
そ
う
で
す
。

約
0
0
種
類
の
レ
シ
ピ
か
ら
、
季

節
に
あ
わ
せ
て
約
2
0
種
類
が
ラ
イ

ン
ナ
ッ
プ
。
ぶ
ど
う
や
桃
な
ど
、

地
場
の
素
材
を
大
切
に
し
た
フ
レ

ー
バ
1
が
自
慢
だ
と
か
。
な
ん
と

い
ち
ご
、
黒
豆
、
さ
つ
ま
い
も
な

ど
は
、
牧
場
の
敷
地
内
で
採
れ
た

も
の
を
使
用
す
る
そ
う
で
す
。

自
然
の
美
味
し
さ
が
い
っ
ぱ
い

詰
ま
っ
た
ジ
ェ
ラ
ー
ト
は
、
口
に

す
れ
ば
素
材
の
香
り
が
た
っ
ぷ
り

の
ミ
ル
ク
の
旨
味
と
と
も
に
広
が

り
ま
す
。
ち
ょ
っ
ぴ
り
寒
い
で
す

が
、
大
空
の
麓
で
食
べ
る
と
ま
た

格
別
の
味
わ
い
。
モ
ー
、
た
ま
り

ま
せ
ん
!

ち
か
ナ
ビ
は
今
回
が
最
終
回
。

こ
れ
ま
で
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
ど
こ
か
で
お

会
い
し
ま
し
ょ
う
!

○
駐
㊤
$
S
忠
M
O
M

営
業
時
間

1
 
0
時
̃
1
 
9
時

水
曜
日
定
休

一
二
本
市
吉
川
町
豊
岡
4
2
7

密
0
7
9
4
i
7
2
i
「
O
2
6

●
シ
ン
グ
ル
3
0
0
円
、
ダ
ブ
ル
3
5
0
円

●
敷
地
内
で
パ
ー
ベ
キ
ユ
I
可
(
お
に
ぎ
り
と

野
菜
付
で
1
人

1
0
0
0
円
・
要

予
約
)

●
ク
リ
ス
マ
ス
ア
イ

ス
ケ
ー
キ
販
売
中

(
2
5
0
0
円
・

1
0
0
佃
限
定
・

要
予
約
)

◇
地
図
は
下

川i丁年・ (十両1、し用品

大阪府生まれ、蟹座の○型。関西

学院大学卒。
かつてはNHKのキャスターとして『と

っておき関西』や『ニュースパーク関

西』 、 『生活ほっとモーニング』などお

なじみの番組に多数出演。現在はテ

レビやラジオのみならず、イベントの

MCや各種シンポジウムの司会など

活躍の幅を広げている。

証券外務員や旅行業務旅程管理
主任者の資格を持つなど多彩な一
面も。場の雰囲気をガラリと変えてし

まう程の太陽のような明るさの持ち主。

好きな食べ物はメロン以外すべで?
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大正・昭和の時代を見事に両現

細部までこだわり作り上げる

プロの技に感動!
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終戦蒜昔年采へ霊ヤ、粧正号言

葉重電の墓

11月1日放送 

野坂昭如さんの原作小説「火垂るの墓」が、終戦60年目の今年、つい(こ 

実写ドラマ化。空襲で家も親も失った幼い兄妹を引き取ることになった叔母・ 

久子を主人公にスタジオジナノのアニメとは逸った視点から戦争を生き抜 

こうとした人々を描いている。 

◎2004テレビ東京・角川映画

テ匹婦崇高閑居紬闇軍誌念ドラマ

赤い屈

映画版でも話題の、なかにし礼原作「赤い月」の丁V版。激動の満州を生き抜いた女 

の、愛と魂の物語。過酷な状況下で生き抜くしたたかさと激しい恋情を高鳥礼子が熟 

演。中村獅壷、内藤剛志ら漠聾キャストを配し、映画化でも話題の広大な中国を舞台 

に贈る、-大大河ロマン。 
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終
戦
0
0
年
と
い
う
こ
と
で
、
昨

年
か
ら
今
年
に
か
け
て
戦
争
が
描

か
れ
て
い
る
ド
ラ
マ
が
何
本
か
制

作
・
放
映
さ
れ
ま
し
た
。
u
月
1

日
に
日
本
テ
レ
ビ
系

(
関
西
で
は

読
売
テ
レ
ビ
)

で
放
映
さ
れ
た
の

が

「
火
垂
る
の
墓
」
。
野
坂
昭
如

さ
ん
の
小
説
が
原
作
で
、
ア
ニ
メ

版
を
ご
覧
に
な
っ
た
方
は
多
い
と

思
い
ま
す
が
、
今
回
は
つ
い
に
そ

の
実
写
ド
ラ
マ
版
が
作
ら
れ
ま
し

た
。
原
作
で
は
、
清
太
と
節
子
の

幼
い
兄
妹
が
主
人
公
で
す
が
、
ド

ラ
マ
版
で
は
、
そ
の
2
人
を
引
き

取
る
こ
と
に
な
っ
た
女
性
、
久
子

が
主
人
公
。
松
嶋
菜
々
子
さ
ん
が

演
じ
ま
し
た
。

そ
の

「
火
垂
る
の
墓
」

の
舞
台

と
い
え
ば
神
戸
。
本
当
な
ら
ば
、

オ
ー
ル
神
戸
ロ
ケ
で
撮
影
し
て
頂

き
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
も
ち
ろ

ん
、
当
時
の
神
戸
が
今
残
っ
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

そ
れ
は
無
理
。
そ
う
だ
と
し
て
も
、

せ
め
て
一
カ
所
で
も
神
戸
で
撮
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
、
我
々
神

戸
フ
ィ
ル
ム
オ
フ
ィ
ス
の
ス
タ
ッ

フ
の
願
い
で
し
た
。
そ
し
て
ロ
ケ

ハ
ン
で
何
カ
所
か
制
作
者
に
見
て

頂
い
た
結
果
、
ロ
ケ
地
に
選
ば
れ

た
の
は
3
カ
所
。
そ
の
う
ち
の
1

カ
所
が
垂
水
区
の
市
営
高
丸
住
宅

で
し
た
。

物
語
の
中
で
は
、
「
久
子
が
ひ

と
り
で
暮
ら
し
て
い
た
質
素
な
日

本
家
屋
」

と
し
て
ド
ラ
マ
の
最
初

の
方
に
登
場
。
な
つ
と
恵
子
が
久

子
の
遺
品
を
整
理
し
て
い
て
ド
ロ

ッ
プ
の
缶
を
見
つ
け
る
あ
の
シ
ー

ン
で
す
。
市
営
住
宅
と
い
う
と
普

通
は
4
̃
5
階
建
て
の
建
物
が
並

日
に
行
わ
れ
た
の
で
す
が
、
当
日

は
朝
か
ら
あ
い
に
く
の
雨
。
雨
合

羽
を
着
た
り
傘
を
差
し
た
り
、
ス

タ
ッ
フ
も
キ
ャ
ス
ト
も
大
変
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
海
を
見

下
ろ
す
シ
ー
ン
を
撮
影
し
た
と
き

は
、
ま
る
で
魔
法
の
よ
う
に
雨
が

降
り
止
み
、
眼
下
に
は
神
戸
の
青

い
海
が
…
。
本
当
に
良
か
っ
た
で

す
。

ぶ
団
地
を
想
像

さ
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、

高
丸
住
宅
に
は

平
屋
も
あ
り
ま

す
。
そ
れ
が
神

戸
に
あ
っ
た
と

は
感
激
で
し
た
。

台
本
の
中
で
は

「
中
庭
に
下
り
る
」

シ
ー
ン
も
あ
り
、

空
き
家
に
な
っ

て
い
た
住
宅
の

庭
を
美
術
の
ス

タ
ッ
フ
が
ド
ラ

マ
用
に
よ
み
が

え
ら
せ
て
下
さ

り
、
そ
の
素
晴

ら
し
さ
に
も
感

動
し
ま
し
た
。

撮
影
は
9
月
5

⑥N丁V
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神戸市垂水区の市営高丸住宅。
何もない平屋の住宅の庭もこうやって美術さんが

細部までこだわってきれいに手入れしてドラマの

雰囲気に合うように作りこんでいるのです。

プロの技に感…軸

戦
争
が
描
か
れ
て
い
る
ド
ラ
マ

で
、
や
は
り
神
戸
で
撮
影
が
あ
っ

た
印
象
深
い
作
品
と
い
え
ば
、
「
赤

い
月
」
。
な
か
に
し
礼
さ
ん
作
の

小
説
が
原
作
で
、
テ
レ
ビ
東
京
4
0

周
年
記
念
ド
ラ
マ
と
し
て
制
作
さ

れ
、
昨
年
の
5
月
に
放
映
さ
れ
た

4
時
間
半
に
及
ぶ
大
作
で
す
。
キ

ャ
ス
ト
も
高
島
礼
子
さ
ん

(
波
子

役
)
、
内
藤
剛
志
さ
ん

(
勇
太
郎
役
)
、

寺
脇
康
文
さ
ん

(
大
杉
寛
治
役
)
、

中
村
獅
童
さ
ん

(
氷
室
啓
介
役
)
、

泉
ピ
ン
子
さ
ん

(
原
洋
子
役
)

な

ど
豪
華
な
顔
ぶ
れ
。
時
代
は
大
正

9
年
か
ら
現
在
ま
で
、
舞
台
は
満

州

(
現
在
の
中
華
人
民
共
和
国
の

黒
龍
江
省
)
、
小
樽
、
京
都
と
い

う
こ
と
で
ロ
ケ
地
も
た
く
さ
ん
必

要
で
し
た
。

神
戸
で
撮
影
さ
れ
た
の
は
、
3

カ
所
、
4
シ
ー
ン
。
ま
ず
は
主
人

公
の
波
子
が
初
恋
の
柏
手
、
大
杉

と
満
州
で
再
会
す
る

「
ヤ
マ
ト
ホ

テ
ル
」

の
屋
内
。
な
ん
と
、
兵
庫

県
公
館
で
撮
影
さ
せ
て
頂
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ロ
ケ
場
所
と
し

て
の
使
用
を
許
可
す
る
の
は
初
め

て
と
い
う
こ
と
で
、
と
て
も
あ
り

が
た
か
っ
た
で
す
。
続
い
て
、
新

京
で
勇
太
郎
た
ち
が
ロ
シ
ア
兵
か

ら
身
を
隠
し
て
い
た
馬
屋
。
こ
ち
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このシーンは兵庫県西宮市の夙川で撮影。

田中まこの神戸か⑱っても好き⑨

i映画版「赤い月」では描かれなかった

音真の物語のラストシーンをついに映像化!

- 『赤い月・特別版黎明編』 『赤い月・特別版完結編』

◎2004テレビ東京・角川映画

DVD合筆3,990 (税込)

発売元:角川映画(株)販売元:(株)創「iエンタテインメント

*未放送シーンを加えた特別版 *特典映像としてメイキング映像も収録

テレビ東京開局40同年記念ドラマとして放送され、大好評を博

した「赤い月」が未放映シーンを加えたスペシャル・バージョンと

してDVDにて発売!新たな感動を呼び起こします。

ら
は
、
相
楽
園
の
旧
小
寺
家
厩
舎

で
撮
影
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
波

子
た
ち
が
牡
丹
江
か
ら
ハ
ル
ビ
ン

へ
避
難
し
た
と
き
に
着
い
た
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ホ
テ
ル
の
室
内
の
シ
ー
ン

と
ハ
ル
ビ
ン
の
阿
片
商
人
、
郷
琳

禅
の
家
。
こ
の
2
カ
所
は
、
旧
乾

邸
で
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

現
代
が
舞
台
の
作
品
は
、
撮
影

も
そ
れ
ほ
ど
困
難
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
何
十
年
、
何
百
年
も
前
の

時
代
に
あ
っ
た
建
物
や
施
設
を
探

し
て
撮
影
す
る
の
は
本
当
に
大
変

で
す
。
イ
メ
ー
ジ
に
合
っ
た
も
の

が
見
つ
か
っ
た
と
し
て
も
、
何
日

間
も
撮
影
用
に
貸
し
切
り
状
態
に

で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
し
、
内

容
的
に
協
力
し
づ
ら
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。
多
く
の
方
の
理
解
と
協

力
が
あ
っ
て
初
め
て
ロ
ケ
場
所
と

し
て
使
わ
せ
て
頂
け
る
の
で
す
。

「
赤
い
月
」

は
、
D
V
D
も
発

売
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
の
放
送

を
見
ら
れ
な
か
っ
た
方
は
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

田
中
ま
こ
/
1
9
5
5
年
大
阪
生
ま
れ
。
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
大
学
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
枝
で
2
年
学
ん
だ

あ
と
国
際
基
督
教
大
学
編
入
・
卒
業
。
司
会
、
D
」
、

通
訳
、
翻
訳
な
ど
を
手
が
け
る
。
2
0
0
0
年
9

月
よ
り
神
戸
フ
ィ
ル
ム
オ
フ
ィ
ス
代
表
。

神
戸
フ
ィ
ル
ム
オ
フ
ィ
ス

密
0
7
8
-
3
0
3
i
2
0
2
1

イ
ラ
ス
ト

川
田
敦
子
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